
法
学
会
会
員
研
究
活
動
報
告
（
二
〇
二
一
年
四
月
～
二
〇
二
二
年
三
月
）

一　

著
書
・
編
著

二　

論
文

三　

判
例
研
究
・
批
評

四　

書
評

五　

翻
訳

六　

六
法
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

八　

学
会
活
動

法
律
学
科

網　

谷　

壮　

介

一　

著
書
・
編
著

「
カ
ン
ト
」（
分
担
執
筆
・
野
口
雅
弘
・
山
本
圭
・
高
山
裕
二
編
）『
よ
く
わ
か
る
政
治
思
想
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
二
〇
二
一
年

307― ―



四
月
）
四
四
～
四
五
頁

二　

論
文

「
国
際
法
の
他
者
：
正
戦
論
と
不
正
な
敵
」（
単
著
）『
法
の
理
論
』
第
四
〇
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
二
五
～
四
六
頁

石　

井　

保　

雄

二　

論
文

「
石
井
照
久
の
労
働
法
学
―
―
戦
後
労
働
法
学
に
お
け
る
・
も
う
一
つ
の
潮
流
（
単
著
）」
獨
協
法
学
第
一
一
六
号
（
二
〇
二
一

年
一
二
月
）
一
～
一
〇
一
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
第
三
者
に
対
す
る
組
合
の
抗
議
行
動
―
―
富
士
美
術
印
刷
事
件（
東
京
高
判
平
二
八
・
七
・
四
労
判
一
一
四
九
号
一
六
頁
）」（
単

著
）
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
労
働
判
例
百
選
』〔
第
一
〇
版
〕（
二
〇
二
二
年
一
月
）
一
八
二
～
一
八
三
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

「
巻
頭
言
／
プ
ロ
レ
イ
バ
ー
労
働
法
学
の
意
義
を
考
え
る
―
西
谷
敏
か
ら
示
唆
を
受
け
て
」（
単
著
）
労
働
法
律
旬
報
１
９
８
２

号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）　

四
～
五
頁

「
法
学
教
室
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
―
―
あ
の
特
集
・
あ
の
連
載
／
労
働
法
分
野
」（
単
著
）
法
学
教
室
四
九
〇
号
（
二
〇
二
一
年
七
月
）

四
六
～
四
九
頁

「
資
料
／
翻
刻
（
活
字
化
）
／
沼
田
稲
次
郎
『
労
働
協
約
理
論
史
の
一
齣
』
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
月
八
日
擱
筆
」（
単
著
）
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獨
協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
三
一
～
一
〇
九
頁

「
巻
頭
言
／
労
働
法
『
解
釈
の
真
理
性
』
ま
た
は
『
正
し
い
法
解
釈
』
と
は
何
か
―
沼
田
稲
次
郎
の
場
合
」（
単
著
）
労
働
法
律

旬
報
二
〇
〇
四
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）　

四
～
五
頁

岡　

田　

順　

太

一　

著
書
・
編
著

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
考
え
る
憲
法
（
Ⅰ
－
７
「
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
病
理
と
生
理
」
担
当
）（
共
著
・
横
大
道
聡
・
新
井
誠
・

菅
原
真
・
堀
口
悟
郎
編
著
）
弘
文
堂
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
一
〇
五
～
一
二
二
頁

二　

論
文

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
二
〇
一
一
年
公
正
教
育
法

―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
包
摂
教
育
の
試
み
の
背
景
と
実
情
（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
四

号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
二
八
五
～
三
〇
三
頁

立
法
政
策
学
こ
と
は
じ
め

―
大
学
生
に
よ
る
法
案
作
成
授
業
の
取
組
み

―
（
共
著
・
岡
田
順
太
・
岩
切
大
地
・
大
林
啓
吾
・

横
大
道
聡
・
手
塚
崇
聡
・
栗
田
佳
泰
）
地
域
総
合
研
究
（
獨
協
大
学
地
域
総
合
研
究
所
）
一
五
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
四
一
～

五
三
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

〔
反
体
制
活
動
に
対
す
る
弾
圧
〕
ロ
シ
ア
反
体
制
活
動
家
に
対
す
る
人
身
の
自
由
・
集
会
の
自
由
の
制
限
―
ラ
ズ
ヴ
ォ
ズ
ジ
ャ
イ
ェ

フ
／
ウ
ダ
ル
ツ
ォ
フ
判
決
（
単
著
）
人
権
判
例
報
三
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
七
七
～
八
三
頁
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七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

『
選
挙
制
を
疑
う
』 

を
疑
う 

―
直
接
民
主
制
と
抽
選
民
主
制
に
関
す
る
憲
法
的
考
察
（
単
独
）
日
本
選
挙
学
会
（
法
律
・
制
度

部
会
）（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）（
二
〇
二
一
年
五
月
）

公
共
と
し
て
の
私
的
主
体
―『
営
業
の
自
由
』論
の
再
考
を
中
心
と
し
て（
単
独
）比
較
憲
法
学
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）（
二
〇
二
一

年
一
〇
月
）

海
外
の
宗
教
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
第
四
章　

ア
メ
リ
カ
担
当
）（
分
担
執
筆
・
岡
田
順
太
・
横
大
道
聡
・
山
本
健
人
）

文
化
庁
宗
務
課
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
一
三
三
～
一
七
六
頁

八　

学
会
活
動

全
国
憲
法
研
究
会　

運
営
委
員

憲
法
理
論
研
究
会　

運
営
委
員

比
較
憲
法
学
会　

幹
事

小　

野　

秀　

誠

一　

著
書
・
編
著

四
〇
四
条
、
四
〇
五
条　
（
利
息
債
権
）（
単
著
・
鎌
田
薫
・
松
本
恒
雄
・
野
沢
正
充
編
）
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
債
権
１

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
二
四
～
三
四
頁

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
暴
利
規
定
の
生
成
と
展
開
（
単
著
・
岡
本
裕
樹
・
沖
野
眞
巳
・
鳥
山
泰
志
・
山
野
目
章
夫
）
有
斐
閣　

中
田
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裕
康
先
生
古
稀
記
念
・
民
法
学
の
継
承
と
展
開
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
一
六
一
～
一
八
三
頁

二　

論
文

売
買
契
約
の
不
履
行
と
救
済

―
民
法
と
ウ
ィ
ー
ン
売
買
法

―
（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
四
号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
一 

～
八
〇
頁

ド
イ
ツ
に
お
け
る
男
女
同
率
化
と
連
邦
裁
判
官
（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
一
～
七
六
頁

一
九
世
紀
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
と
法
曹
養
成
（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
六
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
一
〇
三
～
一
七
〇
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

金
銭
消
費
貸
借
の
複
数
の
元
本
債
務
に
つ
い
て
の
借
主
に
よ
る
充
当
の
指
定
の
な
い
一
部
弁
済
と
各
元
本
債
務
の
消
滅
時
効
中
断

の
効
力　

最
三
小
判
令
二 

・
一
二
・
一
五
民
集
七
四
巻
九
号
二
二
五
九
頁
（
単
著
・
櫻
田
嘉
章
、
松
本
恒
雄
、
北
村
雅
史
、
窪
田

充
見
、
笠
井
正
俊
編
）
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
六
四
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
六
～
九
頁

小　

柳　

春
一
郎

二　

論
文

「
相
続
登
記
申
請
義
務
・
相
続
人
申
告
登
記
・
過
料
に
つ
い
て
─
法
制
審
審
議
を
も
と
に
」（
単
著
）
月
報
司
法
書
士
二
〇
二
一

年
六
月
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）
二
～
三
頁

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
地
籍
と
『
地
籍
法
令
体
系
総
覧
』（
一
八
一
一
年
）：
フ
ラ
ン
ス
地
籍
の
基
本
原
理
・
組
織
・
測
量
」（
単
著
）
獨

協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
七
七
～
一
八
二
頁
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「
フ
ラ
ン
ス
の
地
籍
修
正
と
そ
の
訂
正
請
求
に
関
す
る
裁
判
例
［
マ
ル
セ
イ
ユ
行
政
控
訴
院
二
〇
一
三
・
六
・
二
五
判
決
］」（
単

著
）
獨
協
法
学
第
一
一
六
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
一
七
一
～
二
〇
九
頁

八　

学
会
活
動

報
告
「
財
産
管
理
制
度
（
民
法
・
不
動
産
登
記
法
等
改
正
）」
第
二
九
回
地
籍
問
題
研
究
会
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
（
二
〇
二
一
年
七
月

一
七
日
）

報
告
（
吉
田
修
平
弁
護
士
と
共
同
報
告
）「
令
和
三
年
民
法
・
不
動
産
登
記
法
改
正
を
相
続
実
務
の
観
点
か
ら
深
堀
り
す
る
」
日

本
相
続
学
会
第
九
回
研
究
大
会
・
日
本
教
育
会
館
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
三
日
）

報
告
「
近
代
地
籍
の
源
流
と
し
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
地
籍
：
基
本
原
理
・
実
施
組
織
・
測
量
・
地
籍
修
正
」
第
三
〇
回
地
籍
問
題
研

究
会
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
三
日
）

神　

馬　

幸　

一

二　

論
文

「
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
医
師
介
助
自
殺
に
寛
容
な
判
例
動
向
」（
単
著
）『
年
報
医
事
法
学
』
三
六
号
（
二
〇
二
一

年
九
月
一
日
）
二
四
五
～
二
五
〇
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
自
殺
関
与
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
七
八
条
）」
の
部
分
的
違
憲
性
［
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
二
〇
二
〇
・
一
二
・
一
一

判
決
］」（
単
著
）『
判
例
時
報
』
二
四
九
四
号
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
一
一
四
～
一
一
七
頁
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四　

書
評

「
長
井
圓
『
死
の
概
念
と
脳
死
一
元
論
の
定
礎
』（
信
山
社
、
二
〇
二
〇
年
）」（
単
著
）『
医
事
法
研
究
』
四
号
（
二
〇
二
二
年
一

月
）
一
九
一
～
一
九
六
頁

五　

翻
訳

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
一
日
判
決
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
七
八
条
の
部
分
的
違
憲
性（
二
）」（
単

著
）
獨
協
法
学
第
一
一
六
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
三
六
五 （
五
二
）
～
四
一
六 （
一
）
頁

「
ア
ロ
イ
ス
・
ビ
ル
ク
ル
バ
ウ
ア
ー
『
自
殺
関
与
（
刑
法
第
七
八
条
）
の
部
分
的
違
憲
性
：
判
決
の
初
見
分
析
及
び
発
展
的
考
察
』」

（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
三
一
九 （
一
七
六
）
～
三
四
二 （
一
五
三
）
頁

「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
一
日
判
決
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
七
八
条
の
部
分
的
違
憲
性（
一
）」（
単

著
）
獨
協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
三
四
三 （
一
五
二
）
～
三
八
四 （
一
一
一
）
頁

「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
二
〇
二
〇
年
二
月
二
六
日
判
決
：
ド
イ
ツ
刑
法
第
二
一
七
条
の
違
憲
性
（
三
・
完
）」（
単

著
）
獨
協
法
学
第
一
一
四
号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
三
四
五 （
一
八
八
）
～
三
九
八 （
一
三
五
）
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

「
医
業
概
念
に
お
け
る
『
医
療
関
連
性
』
要
件
の
正
体
は
何
か
？
」『
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：「
医
行
為
」
と
刑
罰
に
よ
る
「
医
業
」

独
占
の
意
味
』（
共
同
）
第
五
一
回
日
本
医
事
法
学
会
研
究
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
一
日
）

「
精
神
科
身
体
合
併
症
医
療
を
巡
る
医
事
法
的
問
題
」『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
精
神
疾
患
を
抱
え
る
人
の
身
体
合
併
症
医
療
の
法
・

倫
理
と
実
践
』（
共
同
）
第
三
四
回
日
本
総
合
病
院
精
神
医
学
会
総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
〇
日
）

八　

学
会
活
動
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「
一
般
演
題
：
な
ぜ
，
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
，
自
殺
幇
助
罪
を
違
憲
と
判
断
し
た
の
か

―
当
地
の
医
師
介
助
自
殺
に
寛
容
な
判
例

動
向
の
分
析

―
」（
単
独
）
日
本
生
命
倫
理
学
会
第
三
三
回
年
次
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
七
～
二
八
日
）

「
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
自
殺
関
連
規
定
違
憲
判
決
の
概
要
」『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
自
殺
関
与
罪
の
動
向
』（
共

同
）
日
本
刑
法
学
会
第
九
九
回
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）（
二
〇
二
一
年
五
月
三
〇
日
）

日
本
医
事
法
学
会
・
学
術
委
員
会
委
員

日
本
生
命
倫
理
学
会
・
評
議
員

日
本
翻
訳
家
協
会
・
評
議
員

日
本
受
精
着
床
学
会
・
将
来
計
画
委
員
会
委
員

（
公
社
）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
倫
理
委
員
会
委
員

張　
　
　

睿　

暎

二　

論
文

「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
制
と
『
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
法
』
規
則
案
の
意
義
」
獨
協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一

年
八
月
）
二
一
一
～
二
四
四
頁

「
韓
国
に
お
け
る
知
財
の
動
き
」（
高
林
龍
＝
三
村
量
一
＝
上
野
達
弘
編
）『
年
報
知
的
財
産
法
二
〇
二
一
―
二
〇
二
二
』、
日
本

評
論
社
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
二
六
二
～
二
七
四
頁

「
欧
州
デ
ジ
タ
ル
単
一
市
場
著
作
権
指
令
第
一
九
条
に
お
け
る『
透
明
性
義
務
』」獨
協
法
学
第
一
一
六
号（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
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二
一
一
～
二
三
三
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
リ
ツ
イ
ー
ト
に
よ
る
氏
名
表
示
権
侵
害
（
最
三
小
判
令
和
二
年
七
月
二
一
日
）」『
令
和
二
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト

№
一
五
五
七
）』、
有
斐
閣
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
二
二
〇
～
二
二
一
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

「
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
四
日
公
表
さ
れ
た
韓
国
の
『
人
工
知
能
の
法
・
制
度
・
規
制
整
備
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』」
獨
協
法
学
第

一
一
四
号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
三
二
七
～
三
四
四
頁

「
二
〇
二
一
年
日
本
改
正
著
作
権
法
―
図
書
館
資
料
送
信
と
放
送
同
時
送
信
」
月
刊
著
作
権
文
化
三
二
三
号
、
韓
国
著
作
権
委
員

会
（
二
〇
二
一
年
七
月
）
一
六
～
一
七
頁

「
金
魚
電
話
ボ
ッ
ク
ス
事
件
」（
単
著
）
月
刊
著
作
権
文
化
三
二
七
号
、
韓
国
著
作
権
委
員
会
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
一
四
～

一
五
頁

ʻFrom
 M

anga to Squid Gam
e: Recent Copyright Issues under Japanese and K

orean Law
ʼStockholm

 

U
niversity European IP Law

 LLM
 Sem

inar （O
nline

）, Stockholm
 U

niversity

（29 N
ovem

ber, 2021

）

ʻT
ext and D

ata M
ining in the age of D

ata Econom
y - Copyright Law

 in the EU
 and JapanʼU

niversity of 

T
rieste and U

niversity of U
dine joint sem

inar on Com
parative Law

 

（U
dine-T

rieste inter-university research 

doctorate in Law
 for innovation in the European legal area

）（6 D
ecem

ber, 2021

）

「
二
〇
二
〇
年
日
本
改
正
著
作
権
法
施
行
後
の
リ
ー
チ
サ
イ
ト
規
制
動
向
」
月
刊
著
作
権
文
化
三
三
一
号
、
韓
国
著
作
権
委
員
会

（
二
〇
二
二
年
三
月
）
一
四
～
一
五
頁
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ʻJapanese Legal System
: H

istory and Sources of T
he Law

 - Japanese law
, w

hat it is and w
here it com

es 

from
? -ʼCom

parative Legal System
s Sem

inar, Chair of Com
parative Law

, U
niversity of T

rieste

（7 M
arch, 

2022

）

八　

学
会
活
動

「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
制
と
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
法
（
Ｄ
Ｓ
Ａ
）」
第
一
九
回
日
本
知
財
学
会
学
術
研
究
発
表
会
、

国
立
大
学
法
人
電
気
通
信
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）（
二
〇
二
一
年
一
一
月
二
七
日
）

納　

屋　

雅　

城

三　

判
例
研
究
・
批
評

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
民
泊
行
為
と
区
分
所
有
者
の
共
同
の
利
益
に
反
す
る
行
為
（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
四
号
（
二
〇
二
一

年
四
月
）
三
〇
五
～
三
二
六
頁

藤　

田　

貴　

宏

二　

論
文

「
物
的
定
期
金
と
抵
当
権
」
獨
協
法
学
第
一
一
四
号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
一
〇
七
～
一
五
七
頁

「
定
期
金
負
担
物
の
滅
失
」（
一
）
獨
協
法
学
第
一
一
五
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
二
四
五
～
三
一
八
頁
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「
定
期
金
負
担
物
の
滅
失
」（
二
）
獨
協
法
学
第
一
一
六
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
二
三
五
～
三
一
九
頁

三　

谷　

裕　

美

二　

論
文

大
学
英
語
発
音
授
業
に
お
け
る
教
育
評
価
方
法
に
関
す
る
一
考
察
：
評
価
基
準
の
見
直
し
と
動
的
評
価
導
入
の
検
討
（
研
究
ノ
ー

ト
）（
単
著
）『
獨
協
大
学
外
国
語
教
育
研
究
所
紀
要
』
第
一
〇
号
、
獨
協
大
学
外
国
語
教
育
研
究
所
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

一
一
三
～
一
二
二
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

座
談
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
か
ら
の
気
づ
き

―
語
学
教
育

―
（
加
藤
映
子
・
藤
原
三
枝
子
・
川
口
恵
子
・
山
田
健
太
）『
大

学
時
報
』 

第
六
九
巻
三
九
八
号 

（
二
〇
二
一
年
五
月
号
）、
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
（
二
〇
二
一
年
五
月
）
一
六
～

三
一
頁

安　

原　

陽　

平

二　

論
文

「
自
主
性
擁
護
的
教
育
法
と
見
え
ざ
る
支
配

―
補
助
教
材
の
教
育
の
自
由
へ
の
影
響

―
」獨
協
法
学
第
一
一
四
号（
二
〇
二
一

年
四
月
）
一
～
二
二
頁
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六　

六
法
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

日
本
教
育
法
学
会
編
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
教
育
基
本
法
』
学
陽
書
房
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）（
執
筆
箇
所
：
第
一
四
条
（
政
治

教
育
）
第
二
項　

党
派
教
育
の
禁
止
）
三
八
二
～
三
九
三
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

「
校
則
を
支
え
る
も
の
と
校
則
に
欠
け
て
い
る
も
の
」
生
活
教
育
八
六
四
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
三
六
～
三
七
頁

八　

学
会
活
動

日
本
教
育
法
学
会
理
事
（
二
〇
二
一
年
六
月
〜
）

日
本
教
育
法
学
会
第
五
二
回
定
期
総
会　

第
一
分
科
会
企
画
委
員

憲
法
理
論
研
究
会
事
務
局
員

山　

田　
　
　

洋

二　

論
文

行
政
上
の
判
断
基
準
と
裁
判

―
「
水
俣
病
」
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て

―
（
単
著
）
獨
協
法
学
第
一
一
四
号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）

一
五
九
～
一
七
二
頁

温
室
効
果
ガ
ス
と
訴
訟
（
単
著
）
法
と
政
治
（
関
西
学
院
大
学
）
七
二
巻
一
号
（
二
〇
二
一
年
五
月
）
五
九
一
～
六
〇
九
頁

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
立
法
的
課
題
（
単
著
）
水
野
古
稀
『
公
法
・
会
計
の
制
度
と
理
論
』
中
央
経
済
社
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

七
三
七
～
七
五
一
頁
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七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

報
告
「
地
熱
発
電
と
周
辺
環
境
」（
単
独
）
台
湾
政
府
経
済
部
委
託
研
究
会
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）

「
行
政
訴
訟
と
要
件
事
実
・
講
演
会
」
コ
メ
ン
ト
（
単
独
）『
行
政
訴
訟
と
要
件
事
実
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
二
年
）
一
三
一

～
一
三
四
頁
所
収
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）

吉　

川　

信　

將

三　

判
例
研
究
・
批
評

定
款
に
発
起
人
と
し
て
署
名
し
な
か
っ
た
者
を
設
立
時
株
主
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
事
例
（
東
京
地
判
令
和
三
年
一
月
二
八

日
）（
単
著
）
法
学
研
究
第
九
五
巻
第
二
号
・
慶
應
義
塾
大
学
（
二
〇
二
二
年
二
月
）
一
六
三
～
一
七
三
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

中
野
区
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
会
長
職
務
代
理
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国
際
関
係
法
学
科

一
之
瀬　

高　

博

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

報
告
「
サ
ン
フ
ァ
ン
川
を
め
ぐ
る
コ
ス
タ
リ
カ
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
紛
争　

～
Ｉ
Ｃ
Ｊ
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
判
決
・

二
〇
一
八
年
二
月
二
日
判
決
～
」
人
間
環
境
問
題
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）（
二
〇
二
一
年
四
月
一
〇
日
）

大　

藤　

紀　

子

五　

翻
訳

グ
ン
タ
ー
・
ト
イ
プ
ナ
ー
著
『
憲
法
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト
』（
単
著
）
信
山
社
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
二
四
八
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

全
国
憲
法
研
究
会
秋
季
研
究
総
会
司
会　

於
：
白
鴎
大
学
（Y

ouT
ube Live 

配
信
）（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
六
日
）

八　

学
会
活
動

日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
理
事
（
二
〇
一
三
年
四
月
〜
）

全
国
憲
法
研
究
会
企
画
実
行
委
員
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
〜
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
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鈴　

木　

淳　

一

二　

論
文

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）・
国
際
保
健
規
則
（
Ｉ
Ｈ
Ｒ
）
の
機
能

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
）

の
場
合

―
（
単
著
）『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
一
二
〇
巻
一
・
二
号
合
併
号
（
二
〇
二
一
年
八
月
号
）（
二
〇
二
一
年
八
月
）
七
五

～
八
六
頁

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）・
国
際
保
健
規
則
（
Ｉ
Ｈ
Ｒ
）（
単
著
）『
国
際
法
研
究
』
一
〇
号
（
二
〇
二
二

年
三
月
）
四
七
～
七
三
頁

四　

書
評

「
詫
摩
佳
代
著
『
人
類
と
病
―
国
際
政
治
か
ら
見
る
感
染
症
と
健
康
格
差
』」（
単
著
）『
国
連
研
究
』
二
二
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

二
一
三
～
二
一
七
頁

八　

学
会
活
動

「
ペ
ド
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
／
プ
ラ
ウ
・
バ
ト
ゥ
・
プ
テ
、
ミ
ド
ル
・
ロ
ッ
ク
ス
お
よ
び
サ
ウ
ス
・
レ
ッ
ジ
の
主
権
に
関
す
る
事
件
（
マ

レ
ー
シ
ア
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
二
〇
〇
八
年
五
月
二
三
日
判
決
の
再
審
請
求
事
件
（
取
り
下
げ
命
令
）」、「
ペ
ド
ラ
・
ブ

ラ
ン
カ
／
プ
ラ
ウ
・
バ
ト
ゥ
・
プ
テ
、
ミ
ド
ル
・
ロ
ッ
ク
ス
お
よ
び
サ
ウ
ス
・
レ
ッ
ジ
の
主
権
に
関
す
る
事
件
（
マ
レ
ー
シ
ア
お

よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）の
二
〇
〇
八
年
五
月
二
三
日
判
決
の
解
釈
請
求
事
件（
取
り
下
げ
命
令
）」（
単
独
）国
際
判
例
研
究
会（
於
・

獨
協
大
学
）（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）

321

法学会会員研究活動報告

― ―



宗　

田　

貴　

行

八　

学
会
活
動

報
告
「
独
禁
法
上
の
確
約
手
続
事
件
の
検
討

―
ア
マ
ゾ
ン
不
当
減
額
事
件
等
」
東
京
経
済
法
研
究
会
（
二
〇
二
一
年
五
月
一
五

日
）

山　

田　

恒　

久

二　

論
文

国
際
訴
訟
競
合
を
理
由
に
訴
え
を
却
下
し
た
一
事
例
に
関
す
る
研
究
（
単
著
）
獨
協
大
学
・
情
報
学
研
究
第
一
一
号
（
二
〇
二
二

年
二
月
）
八
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

国
際
訴
訟
競
合
（
単
著
）
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
vol.
二
五
六　

二
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

国
際
私
法
学
会
学
会
報
告
［
民
訴
法
三
条
の
九
の
要
件
と
効
果
に
関
す
る
若
干
の
検
討
］（
単
独
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
二
〇
二
一

年
六
月
）

巻
頭
言
―
情
報
学
研
究
の
多
様
性（
法
学
に
固
有
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）―
情
報
学
研
究
、第
一
一
号（
二
〇
二
二
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年
二
月
）
五
頁

巻
頭
言
―
―
情
報
学
研
究
の
多
様
性
（
法
的
三
段
論
法
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
親
和
性
）

―
獨
協
大
学
・Inform

atics, vol.14
（
二
〇
二
一
年
九
月
）
六
頁

Ｊ
・
ラ
シ
ー
ン

二　

論
文

Im
plem

enting online tests w
ith Google Form

s in a large-scale coordinated listening course

（
共
著
・W

atanabe, 

K
., W

akabayashi R., Bhatta, B., Racine, J., Craw
ford, M

.

）『D
okkyo Journal of Language Learning and 

T
eaching

』
第
一
〇
号
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
九
七
～
一
一
一
頁

八　

学
会
活
動

Review
er-V

ocabulary Learning and Instruction
（V

LI

）（
二
〇
一
三
年
～
）

Review
er-V

ocabulary Education and Research Bulletin

（V
ERB

）（
二
〇
一
二
年
～
）

Ｌ
・
ペ
ド
リ
サ

一　

著
書
・
編
著

“Legal Professionals, Courts and Constitutional Control in Japan
”（
共
著
・V

ilarroig M
oya, Ram

on

）Derecho, 
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Em
presa y A

dm
inistración Pública en Japón. con referencia al tratam

iento de la pandem
ia de la CO

V
ID

-19 

en Japón. T
irant lo Blanch

（
二
〇
二
一
年
九
月
）
一
三
九
～
一
五
九
頁

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
機
に
対
す
る
憲
法
の
対
応
」（
共
著
・
曽
我
部
・
赤
坂
・
櫻
井
・
井
上
編
）『
憲
法
秩
序
の
新
構
想 

（
大
石
眞
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）』
三
省
堂
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
四
八
～
七
〇
頁

二　

論
文

「
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
四
二
年
間
の
宗
教
の
自
由
お
よ
び
政
教
関
係
の
概
観
」『
宗
教
法
』
四
〇
号
（
二
〇
二
一
年
）
一
二
七
～

一
四
三
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

“Im
pacto constitucional de m

edidas anti Covid-19: una com
paración Japón-España

”（
学
会
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
）VIII 

C
O

N
G

R
E

SO
 IN

T
E

R
N

A
C

IO
N

A
L D

E
L G

R
U

PO
 D

E
 IN

V
E

ST
IG

A
C

IÓ
N

 JA
PÓ

N
 U

N
IV

E
R

SID
A

D
 D

E 

ZA
RA

GO
ZA

-GO
BIERN

O
 D

E A
RA

GÓ
N

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
〇
日
）
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総
合
政
策
学
科

大　

谷　

基　

道　

一　

著
書
・
編
著

職
員
減
少
時
代
の
自
治
体
人
事
戦
略

【
担
当
：
第
二
章 

現
場
の
悩
み
か
ら
問
題
点
を
分
析
す
る
、
第
四
章 

先
進
事
例
に
学
ぶ
実
践
の
ヒ
ン
ト
】（
共
著
・
稲
継
裕
昭
・

大
谷
基
道
）
ぎ
ょ
う
せ
い
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
全
二
〇
〇
（
う
ち
二
五
～
六
六
、一
一
七
～
一
五
六
）
頁

災
害
連
携
の
た
め
の
自
治
体
「
応
援
職
員
」
派
遣
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
―
―
東
日
本
大
震
災
の
デ
ー
タ
と
事
例
か
ら

【
担
当
：
第
一
章 

問
題
提
起
、
第
三
章
第
三
節 
派
遣
前
の
傾
向
】（
分
担
執
筆
・
西
出
順
郎
（
編
））
公
人
の
友
社
（
二
〇
二
一

年
四
月
）
七
～
一
九
、四
四
～
五
二
頁

必
携
自
治
体
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク［
第
五
次
改
訂
版
］【
担
当
：
第
一
編
第
五
章 

国
際
化
社
会
】（
分
担
執
筆
・
公
職
研
編
集
部（
編
））

公
職
研
（
二
〇
二
一
年
五
月
）
七
一
～
七
八
頁

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
地
方
自
治
［
第
三
版
］【
担
当
：
第
七
章 

人
事
】（
分
担
執
筆
・
北
山
俊
哉
・
稲
継
裕
昭
（
編
））
東
洋
経
済
新

報
社
（
二
〇
二
一
年
九
月
）
一
一
六
～
一
三
五
頁

行
政
学
【
担
当
：
第
九
章 

国
家
公
務
員
の
人
事
管
理
、
第
一
四
章 

地
方
自
治
体
の
組
織
と
人
事
管
理
】（
分
担
執
筆
・
西
岡
晋
・

廣
川
嘉
裕
（
編
））
文
眞
堂
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
一
七
〇
～
一
八
七
、二
六
六
～
二
八
一
頁
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二　

論
文

自
治
体
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
て
―
―
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
テ
レ
ワ
ー
ク（
単
著
）『
市
政
』第
八
二
五
号
、全
国
市
長
会（
二
〇
二
一

年
四
月
）
二
八
～
三
〇
頁

Ｄ
Ｘ
推
進
下
で
の
自
治
体
の
人
事
戦
略
―
―
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
と
育
成（
単
著
）『
月
刊
Ｊ
－
Ｌ
Ｉ
Ｓ
』第
八
巻
第
三
号
、ぎ
ょ

う
せ
い
（
二
〇
二
一
年
六
月
）
二
六
～
二
九
頁

二
〇
二
〇
年
度
調
査
研
究
報
告
書
の
解
説
『
自
治
体
に
お
け
る
長
期
休
暇
取
得
等
に
伴
う
生
産
性
維
持
に
関
す
る
調
査
研
究
～
業

務
の
し
わ
寄
せ
を
生
じ
さ
せ
な
い
組
織
づ
く
り
に
向
け
て
～
』
に
つ
い
て
（
単
著
）『
自
治
調
査
会
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
タ
ー
』
第

二
五
号
、
公
益
財
団
法
人
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
（
二
〇
二
一
年
七
月
）
八
～
一
二
頁

選
挙
啓
発
に
お
け
る
専
門
人
材
の
兼
業
・
副
業
的
活
用
（
単
著
）『V

oters

』
第
六
三
号
、
公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
（
二
〇
二
一
年
八
月
）
三
頁

地
方
公
務
員
の
定
年
延
長
―
―
ど
う
す
る
？ 

何
を
準
備
す
る
？
（
単
著
）『
法
令Insight

』
第
五
号
、
第
一
法
規
（
二
〇
二
一
年

一
〇
月
）
一
～
三
頁

南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
首
都
直
下
地
震
等
大
規
模
災
害
時
の
応
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
の
中
間
報
告
書
に
つ
い
て
（
単
著
）

『
地
方
公
務
員
月
報
』
第
六
九
九
号
、
第
一
法
規
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
二
～
一
二
頁

危
機
を
見
据
え
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
を
（
単
著
）『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
第
二
四
九
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
（
二
〇
二
二
年
一
月
）

三
八
～
四
〇
頁

地
方
公
務
員
の
定
年
延
長
と
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
対
応
（
単
著
）『
自
治
体
法
務
研
究
』
第
六
八
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
（
二
〇
二
二

年
二
月
）
五
九
～
六
三
頁
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定
年
引
上
げ
に
よ
る
給
与
へ
の
影
響
（
単
著
）『
地
方
財
務
』
第
八
一
三
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
一
三
～
二
〇

頁

四　

書
評

書
評
：
助
川
達
也
著
『
公
務
員
の
た
め
の
場
づ
く
り
の
す
す
め
』（
単
著
）『
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
』
第
七
一
二
号
、
第
一
法
規

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
七
一
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

総
務
省
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
首
都
直
下
地
震
等
大
規
模
災
害
時
の
応
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会 

委
員
（
座
長
）

総
務
省
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
策
に
関
す
る
研
究
会 

委
員

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
交
付
金 

評
定
委
員

草
加
市
都
市
計
画
審
議
会 

会
長

草
加
市
地
域
経
営
委
員
会 

委
員

越
谷
市
行
政
経
営
審
議
会 

会
長

越
谷
市
（
仮
称
）
越
谷
市
立
地
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

事
業
者
選
定
委
員

三
郷
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会 

委
員

小
金
井
市
第
一
〇
期
行
財
政
改
革
市
民
会
議 

会
長

取
手
市
総
合
計
画
審
議
会 

会
長

八　

学
会
活
動

日
本
行
政
学
会 

企
画
委
員
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日
本
地
方
自
治
学
会 

企
画
委
員

地
方
行
政
実
務
学
会 

事
務
局
担
当
理
事

木　

藤　
　
　

茂

二　

論
文

「
行
政
強
制
と
権
力
分
立 

―
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
最
近
の
一
つ
の
判
決
を
契
機
と
し
て

―
」獨
協
法
学
第
一
一
四

号
（
二
〇
二
一
年
四
月
）
横
八
一
～
一
〇
六
頁

八　

学
会
活
動

報
告
「
行
政
組
織
の
機
能
と
課
題
」
日
本
公
法
学
会
第
八
五
回
総
会
・
第
一
部
会
（
京
都
・
龍
谷
大
学
／
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
一
〇
日
）

作　

内　

由　

子

二　

論
文

「
選
択
肢
を
表
に
」
獨
協
法
学
第
一
一
六
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
三
二
一 （
九
六
）
～
三
四
四 （
七
三
）
頁
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嶋　

津　
　
　

格

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（Business　

Continuity　

Plan

）
と
労
働
者
―
―
法
的
観
点
か
ら
―
―
（
単
独
）
第
一
回
感
染
症
対
策
Ｓ
Ｃ
Ｐ 

Ｗ
Ｇ 

（Sustainable Com
m

unities Program
_W

orking Group

：
京
都
府
も
参
加
し
て
い
る
新
コ
ロ
ナ
下
で
の
活
動
促
進
の
た
め

の
検
討
会
）（
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）（
二
〇
二
一
年
一
一
月
五
日
）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
行
動
の
自
由
―
―
「
自
由
の
た
め
の
規
制
」
は
可
能
か
―
―
（
単
独
）
第
三
回
感
染
症
対
策
Ｓ
Ｃ
Ｐ 

Ｗ
Ｇ
（
京

都
府
立
医
科
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ル
）（
二
〇
二
二
年
三
月
一
五
日
）

関　

根　
　
　

徹

一　

著
書
・
編
著

『〔
新
版
〕
商
標
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』（
分
担
執
筆
・
金
井
重
彦
・
鈴
木
將
文
・
松
嶋
隆
弘
）
勁
草
書
房
（
二
〇
二
二
年
二
月
）

一
一
五
七
～
一
一
七
五
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
被
告
人
が
殺
意
を
も
っ
て
な
た
で
切
り
つ
け
た
行
為
と
被
害
者
が
動
か
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
死
亡
し
た
も
の
と
誤
信
し
、
集

合
住
宅
に
火
を
放
っ
て
被
害
者
を
焼
死
さ
せ
た
結
果
と
の
因
果
関
係
」（
単
著
）
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
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一
四
〇
～
一
四
五
頁

高　

橋　
　
　

均

二　

論
文

「
取
締
役
報
酬
の
立
法
経
緯
と
方
向
性
～
令
和
元
年
会
社
法
に
よ
る
開
示
強
化
を
契
機
に
改
め
て
考
え
る
～
」（
単
著
）

D
isclosure &

 IR.V
ol.18

（
二
〇
二
一
年
八
月
）
九
七
～
一
〇
三
頁

「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
現
状
と
展
望
～
天
馬
社
事
例
を
参
考
に
監
督
機
能
を
確
認
す
る
～
」（
単
著
）
月
刊
監
査
役

七
二
八
号
（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
三
〇
～
四
一
頁

三　

判
例
研
究
・
批
評

「
株
主
に
よ
る
臨
時
株
主
総
会
開
催
と
監
査
役
の
開
催
禁
止
の
申
立
て
（
東
京
高
決
令
和
二
年
一
一
月
二
日
）（
単
著
）
ジ
ュ
リ

ス
ト
一
五
六
三
号
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
一
一
七
～
一
二
〇
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

（
報
告
）「
取
締
役
報
酬
の
立
法
経
緯
と
そ
の
あ
り
方
～
令
和
元
年
改
正
会
社
法
を
契
機
に
考
え
る
～
」（
二
〇
二
一
年
六
月
二
六

日
、
於
（
一
社
）
Ｇ
Ｂ
Ｌ
研
究
所
）

（
講
演
）「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
光
と
影
」（
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
監
査
懇
話
会
會
報
六
三
八
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
九

日
、
於
（
一
社
）
監
査
懇
話
会
）
一
～
五
頁

（
報
告
）「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
応
と
取
締
役
の
義
務
・
責
任
～
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
取
組
み
を
踏
ま
え
て
～
」
台
湾
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玄
奘
大
学
『
Ｅ
Ｓ
Ｇ
與
企
業
社
會
責
任
法
制
』
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
二
二
年
三
月
二
五
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

（
解
説
）「
監
査
役
が
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
者
と
の
連
携
の
視
点
と
方
策
」（
単
著
）
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
情
報
セ

ン
サ
ーV

O
l.164

（
二
〇
二
一
年
四
月
）
一
四
～
一
七
頁

（
解
説
）「
監
査
役
の
情
報
収
集
に
関
す
る
法
規
定
と
実
務
」（
単
著
）
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
情
報
セ
ン
サ
ー

V
O

l.167

（
二
〇
二
一
年
七
月
）
八
～
一
一
頁

（
解
説
）「
監
査
役
と
財
務
・
会
計
の
相
当
の
程
度
の
知
見
」（
単
著
）
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
情
報
セ
ン
サ
ー

V
O

l.169

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
一
四
～
一
七
頁

（
解
説
）「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
監
査
役（
前
編
）」（
単
著
）Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
情
報
セ
ン
サ
ー

V
O

l.172

（
二
〇
二
二
年
一
月
）
一
八
～
二
一
頁

八　

学
会
活
動

企
業
法
学
会
理
事

国
際
取
引
法
学
会
理
事

（
一
社
）
Ｇ
Ｂ
Ｌ
研
究
所
理
事

德　

永　
　
　

光

二　

論
文

「
科
学
的
証
拠
の
証
拠
能
力
」（
単
著
）『
刑
事
弁
護
』
一
〇
八
号
、
現
代
人
文
社
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
二
三
～
二
八
頁
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「
証
拠
開
示
請
求
の
重
要
性
要
件
、
裁
定
手
続
き
の
在
り
方　

理
論
的
検
討
」（
単
著
）『
刑
事
弁
護
』
一
〇
八
号
、
現
代
人
文
社

（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
一
八
四
～
一
八
六
頁

七　

座
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
報
告
書
・
そ
の
他

「
量
刑
証
拠
と
し
て
の
神
経
科
学
証
拠
の
取
扱
い
」
日
本
刑
法
学
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
神
経
法
学
と
若
年
者
の
刑
事
裁
判
」 （
五

月
三
〇
日
）
に
お
け
る
報
告
（
二
〇
二
一
年
五
月
）

「
日
本
に
お
け
る
証
拠
の
保
存
・
保
管
の
原
状
」
台
灣
冤
獄
平
反
協
會
・
え
ん
罪
救
済
セ
ン
タ
ー
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
三
月

一
九
日
）
に
お
け
る
報
告
（
二
〇
二
二
年
三
月
）

若　

尾　

岳　

志

一　

著
書
・
編
著

高
橋
則
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
上
巻
（
分
担
執
筆
（「
尊
厳
」
に
関
す
る
覚
書 : 

刑
事
裁
判
例
に
表
れ
る
「
尊
厳
」）・
山
口
厚

ほ
か
編
）
成
文
堂
（
二
〇
二
二
年
三
月
）
一
九
～
三
六
頁
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